
 

 
 

 
 

 
 

 
令

 
 

 
 

和
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
五

 
條

 
市

 
議

 
会

 
第

 
四

 
回

 
十

 
二

 
月

 
定

 
例

 
会

 
会

 
議

 
録

（
第

 
五

 
号

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
 

 
 

 
年
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─
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─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
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─
─

─
─

─
─

─
─

─
─
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─
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─
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─
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─

─
─

─
─

─
─
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─
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─
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─
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─

─
─

─
─

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和

四
年

十
二

月
二

十
二

日
（

木
曜

日
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

議
 

事
 

日
 

程
（

第
 

八
 

号
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令

和
四

年
十

二
月

二
十

二
日

 
午

前
十

時
開

議
 

第
一

 
選

第
 

 
三

号
 

常
任

委
員

会
の

所
属

変
更

に
つ

い
て

 

第
二

 
発

議
第

 
十

号
 

学
校

給
食

の
無

償
化

を
求

め
る

意
見

書
に

つ
い

て
 

追
 

加
 

日
 

程
（

第
 

九
 

号
）

 

第
一

 
選

第
 

 
四

号
 

議
会

運
営

委
員

会
委

員
の

選
任

に
つ

い
て

 

追
 

加
 

日
 

程
（

第
 

十
 

号
）

 

第
一

 
選

第
 

 
五

号
 

特
別

委
員

会
委

員
の

選
任

に
つ

い
て

 

追
 

加
 

日
 

程
（

第
 

十
一

 
号

）
 

 
 

第
一

 
選

第
 

 
六

号
 

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
の

議
会

の
議

員
の

選
挙

に
つ

い
て

 

 
 

第
二

 
同

第
 

 
四

号
 

五
條

市
監

査
委

員
の

選
任

に
つ

い
て

 

 
 

第
三

 
発

議
第

十
一

号
 

学
校

給
食

の
無

償
化

を
求

め
る

意
見

書
に

つ
い

て
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─
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─
─
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─

─
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─
─

─
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─
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─
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─
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─
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─
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─
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─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

本
日

の
会

議
に

付
し

た
事

件
 

 
議

事
日

程
の

と
お

り
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─
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─
─

─
─

─
─

─
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─
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─
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─
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出
席

議
員

（
十

二
名

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
番

 
 

 
斎

 
 

 
藤

 
 

 
有

 
 

 
紀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
番

 
 

 
谷

 
 

 
 

 
 

 
勝

 
 

 
啓

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
番

 
 

 
養

 
 

 
田

 
 

 
全

 
 

 
康

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
番

 
 

 
平

 
 

 
岡

 
 

 
清

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
 

 
 

 
正

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
番

 
 

 
窪

 
 

 
 

 
 

 
佳

 
 

 
秀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
番

 
 

 
岩

 
 

 
本

 
 

 
 

 
 

 
孝

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
番

 
 

 
福

 
 

 
塚

 
 

 
 

 
 

 
実

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
番

 
 

 
山

 
 

 
口

 
 

 
耕

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
雅

 
 

 
範

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
十

一
番

 
 

 
藤

 
 

 
冨

 
 

 
美

 
恵

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
十

二
番

 
 

 
大

 
 

 
谷

 
 

 
龍

 
 

 
雄

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

欠
席

議
員

（
な

し
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

説
明

の
た

め
の

出
席

者
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
太

 
 

 
田

 
 

 
好

 
 

 
紀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
市

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
人

 
 

 
見

 
 

 
達

 
 

 
哉

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
堀

 
 

 
内

 
 

 
伸

 
 

 
起

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
南

 
 

 
 

 
 

 
則

 
 

 
行

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

技
監

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
善

 
 

 
本

 
 

 
隆

 
 

 
典
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市

長
公

室
長

 
 

 
 

 
 

 
 

平
 

 
 

己
 

 
 

富
 

 
 

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
務

部
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
櫻

 
 

 
本

 
 

 
茂

 
 

 
樹

 

危
機

管
理

監
 

 
 

 
 

 
 

 
中

 
 

 
本

 
 

 
賢

 
 

 
二

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
こ

や
か

市
民

部
長

 
 

 
 

 
田

 
 

 
中

 
 

 
久

 
 

 
美

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ん

し
ん

福
祉

部
長

 
 

 
 

 
谷

 
 

 
口

 
 

 
久

 
 

 
美

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

産
業

環
境

部
長

 
 

 
 

 
 

 
久

 
 

 
保

 
 

 
雅

 
 

 
彦

 

都
市

整
備

部
長

 
 

 
 

 
 

 
石

 
 

 
田

 
 

 
茂

 
 

 
人

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

部
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
名

 
 

 
迫

 
 

 
雅

 
 

 
浩

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
吉

野
支

所
長

 
 

 
 

 
 

 
岡

 
 

 
 

 
 

 
民

 
 

 
長

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塔

支
所

長
 

 
 

 
 

 
 

 
吉

 
 

 
川

 
 

 
佳

 
 

 
秀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
道

局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
東

 
 

 
 

 
 

 
純

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
計

管
理

者
 

 
 

 
 

 
 

 
榮

 
 

 
林

 
 

 
淳

 
 

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
務

部
次

長
・

財
政

課
長

事
務

取
扱

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
戸

 
 

 
野

 
 

 
 

 
 

 
哲
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─
─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

事
務

局
職

員
出

席
者

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
 

 
 

峯
 

 
 

久
 

 
 

美
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

次
長

 
 

 
 

 
 

 
 

小
 

 
 

田
 

 
 

光
 

 
 

章
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

次
長

補
佐

 
 

 
 

 
 

辰
 

 
 

巳
 

 
 

大
 

 
 

輔
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

総
務

係
長

 
 

 
 

 
 

神
 

 
 

農
 

 
 

典
 

 
 

子
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
速

記
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柳
 

ヶ
 

瀬
 

 
 

五
 

 
 

美
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─
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午
前

十
時

零
分

開
会

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
た

だ
い

ま
か

ら
、

昨
日

の
延

会
前

に
引

き
続

き
本

会
議

を
再

開
い

た
し

ま
す

。
 

こ
の

際
、

申
し

上
げ

ま
す

。
 

本
日

の
会

議
中

、
報

道
機

関
に
対

し
傍
聴

席
か

ら
写
真
等

の
撮
影

を
許
可

し
て

お
り

ま
す

。
 

こ
の

際
、

申
し

上
げ

ま
す

。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策

の
た

め
、

議
員
各
位

の
質
疑
並
び

に
理

事
者
側

の
答
弁

の
際
は

、
マ
ス
ク

を
つ
け

た
ま

ま
御

発
言
頂

き
ま

す
よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

な
お
演
壇
で

発
言
さ
れ

る
場

合
は

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
施

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
マ
ス
ク

を
外

し
て

い
た

だ
い

て
も
結
構
で

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
た

だ
い

ま
の

出
席

議
員
数
は

定
足
数

に
達

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
会

議
が
成
立

い
た

し
ま

す
。

 

意
見
調

整
の

た
め

、
休
憩

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前

十
時

一
分
休
憩

に
入

る
 

  
 

 
 

 
 

 
 

午
後

三
時

三
十

分
再

開
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
休
憩

前
に

引
き

続
き

会
議

を
再

開
い

た
し

ま
す

。
 

た
だ

い
ま

の
出

席
議

員
数
は

定
足
数

に
達

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
会

議
が
成
立

い
た

し
ま

す
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
本

日
の

日
程

に
つ

き
ま

し
て
は

、
お
手
元

に
配
布
済
み

の
と

お
り
で

あ
り

ま
す

。
 

配
布
漏
れ
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
─

─
。

 

こ
れ
よ

り
日

程
に
入

り
ま

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
日

程
第

一
、

選
第

三
号

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
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本
件

に
つ

き
ま

し
て
は
休
憩

前
に

上
程
さ
れ

て
お

り
ま

す
の
で

、
こ
れ

を
継

続
い

た
し

ま
す

。
 

お
手
元

に
配
布

い
た

し
ま

し
た

名
簿

の
と

お
り

、
そ
れ
ぞ
れ

常
任

委
員

会
委

員
の

所
属

を
変

更
い

た
し

た
い

と
の

申
出
が

あ
り

、
委

員
会
条

例
第

六
条

第
三
項

の
規

定
に
よ

り
許
可

い
た

し
ま

し
た

の
で

、
御
了
承
願

い
ま

す
。

 

 
 

ま
た

、
常

任
委

員
会

委
員

の
選

任
に

つ
き

ま
し

て
は

、
あ

ら
か
じ

め
議

員
各
位

の
御

意
見

を
聞

き
、
御
協

議
を
賜
っ

て
お

り
ま

す
の
で

、
委

員
会
条

例
第

六
条

第
一

項
の
規

定
に
よ

り
、

お
手
元

に
配
布

い
た

し
て

お
り

ま
す

名
簿

の
と

お
り

、
そ
れ
ぞ
れ
指

名
い

た
し

ま
す

。
 

 
 
念

の
た

め
、

事
務

局
長

に
氏

名
を
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
総

務
文

教
常

任
委

員
会

、
大

谷
龍

雄
、

藤
冨

美
恵

子
、

福
塚

 
実

、
吉

田
 

正
、

平
岡

清
司

、
斎

藤
有

紀
。

 

厚
生
建
設

常
任

委
員

会
、

吉
田

雅
範

、
山

口
耕

司
、

岩
本

 
孝

、
窪

 
佳

秀
、

養
田

全
康

、
谷

 
勝

啓
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
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─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
こ

の
際

、
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

平
岡

清
司

議
員

、
窪

 
佳

秀
議

員
、

大
谷

龍
雄

議
員

、
藤

冨
美

恵
子

議
員

、
福

塚
 

実
議

員
及
び

岩
本

 
孝

議
員

か
ら

議
会

運
営

委
員

会
委

員
を
辞

任
し

た
い

と
の

申
出
が

あ
り

、
委

員
会
条

例
第

十
二
条

の
規

定
に
よ

り
許
可

い
た

し
ま

し
た

の
で

、
御
了
承
願

い
ま

す
。
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─
─

─
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─
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─
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
こ

の
際

、
欠

員
と

な
っ

て
お

り
ま

す
議

会
運

営
委

員
会

委
員

の
選

任
を

日
程

に
追

加
し

た
い

と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご

ざ
い

ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

 
 
よ
っ

て
こ

の
際

、
議

会
運

営
委

員
会

委
員

の
選

任
を

日
程

に
追

加
す

る
こ

と
に
決

し
ま

し
た

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─
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─
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─
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─
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─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
追

加
議
案
及
び

日
程

を
配
布
さ
せ

ま
す

。
 

 
 

追
加

議
案
及
び

日
程

の
配
布
漏
れ
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
―
―

。
 

 
 
配
布
漏
れ

な
し

と
認

め
ま

す
。
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こ
れ
よ

り
日

程
に
入

り
ま

す
。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
追

加
日

程
第

一
、

選
第

四
号

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

事
務

局
長

に
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
選

第
四

号
 

議
会

運
営

委
員

会
委

員
の

選
任

に
つ

い
て

。
 

 
 

五
條

市
議

会
委

員
会
条

例
第

六
条

第
一
項

の
規

定
に
よ

り
、

委
員

の
選

任
を

行
う

。
 

令
和

四
年

十
二

月
二

十
二

日
提

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
 

條
 

市
 

議
 

会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
本

件
に

つ
き

ま
し

て
は

、
あ

ら
か
じ

め
議

員
各
位

の
御

意
見

を
聞

き
、
御
協

議
を
願
っ

て
お

り
ま

す
の
で

、
委

員
会
条

例
第

六
条

第
一
項

の
規

定

に
よ

り
、

お
手
元

に
配
布

い
た

し
ま

し
た

名
簿

の
と

お
り

、
そ
れ
ぞ
れ
指

名
い

た
し

ま
す

。
 

 
 
念

の
た

め
、

事
務

局
長

に
氏

名
を
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
議

会
運

営
委

員
会

、
山

口
耕

司
、

福
塚

 
実

、
岩

本
 

孝
、

窪
 

佳
秀

、
平

岡
清

司
、

谷
 

勝
啓

。
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─
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─
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
こ

の
際

、
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

窪
 

佳
秀

議
員

、
斎

藤
有

紀
議

員
、

福
塚

 
実

議
員

、
平

岡
清

司
議

員
、

養
田

全
康

議
員
及
び

谷
 

勝
啓

議
員

か
ら
地

域
活
性

化
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

整

備
特

別
委

員
を

、
吉

田
 

正
議

員
、

吉
田

雅
範

議
員

、
大

谷
龍

雄
議

員
、

藤
冨

美
恵

子
議

員
、

山
口

耕
司

議
員
及
び

岩
本

 
孝

議
員

か
ら

議
会
改
革

特
別

委
員

を
、

藤

冨
美

恵
子

議
員

、
斎

藤
有

紀
議

員
、

大
谷

龍
雄

議
員

、
平

岡
清

司
議

員
、

養
田

全
康

議
員

、
谷

 
勝

啓
議

員
及
び

吉
田

雅
範

議
員

か
ら
旧
庁
舎
跡
地
利
用
検
討

特
別

委

員
を
そ
れ
ぞ
れ
辞

任
し

た
い

と
の

申
出
が

あ
り

、
委

員
会
条

例
第

十
二
条

の
規

定
に
よ

り
許
可

い
た

し
ま

し
た

の
で

、
御
了
承
願

い
ま

す
。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
こ

の
際

、
欠

員
と

な
っ

て
お

り
ま

す
特

別
委

員
会

委
員

の
選

任
を

日
程

に
追

加
し

た
い

と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い

ま
せ

ん
か

。
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〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

 
 
よ
っ

て
、

こ
の

際
、

特
別

委
員

会
委

員
の

選
任

を
日

程
に

追
加

す
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
追

加
議
案
及
び

日
程

を
配
布
さ
せ

ま
す

。
 

 
 

追
加

議
案
及
び

日
程

の
配
布
漏
れ
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
―
―

。
 

 
 
配
布
漏
れ

な
し

と
認

め
ま

す
。

 

こ
れ
よ

り
日

程
に
入

り
ま

す
。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
追

加
日

程
第

一
、

選
第

五
号

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

事
務

局
長

に
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
選

第
五

号
 

特
別

委
員

会
委

員
の

選
任

に
つ

い
て

。
 

 
 

五
條

市
議

会
委

員
会
条

例
第

六
条

第
一
項

の
規

定
に
よ

り
、

委
員

の
選

任
を

行
う

。
 

令
和

四
年

十
二

月
二

十
二

日
提

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
 

條
 

市
 

議
 

会
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
本

件
に

つ
き

ま
し

て
は

、
あ

ら
か
じ

め
議

員
各
位

の
御

意
見

を
聞

き
、
御
協

議
を
願
っ

て
お

り
ま

す
の
で

、
委

員
会
条

例
第

六
条

第
一
項

の
規

定

に
よ

り
、

お
手
元

に
配
布

い
た

し
ま

し
た

名
簿

の
と

お
り
指

名
い

た
し

ま
す

。
 

 
 
念

の
た

め
、

事
務

局
長

に
氏

名
を
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
地

域
活
性

化
及
び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

整
備

特
別

委
員

会
、

藤
冨

美
恵

子
、

福
塚

 
実

、
窪

 
佳

秀
、

養
田

全
康

、
谷

 
勝

啓
、

斎
藤

有
紀

。
 

 
 

議
会
改
革

特
別

委
員

会
、

大
谷

龍
雄

、
藤

冨
美

恵
子

、
吉

田
雅

範
、

山
口

耕
司

、
岩

本
 

孝
、

吉
田

 
正

。
 

―　153　―



 

旧
庁
舎
跡
地
利
用
検
討

特
別

委
員

会
、

大
谷

龍
雄

、
藤

冨
美

恵
子

、
吉

田
、

雅
範

、
窪

 
佳

秀
、

平
岡

清
司

、
谷

 
勝

啓
、

斎
藤

有
紀

。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
こ

の
際

、
お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

積
極
的

な
議

会
活
動

を
通
じ

て
当
面

す
る
諸
問
題

に
対
応

す
る

た
め

、
各

特
別

委
員

会
に

つ
い

て
閉

会
中
も

な
お
調

査
を

行
う

こ
と
が
で

き
る

こ
と

と
し

た
い

と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

よ
っ

て
各

特
別

委
員

会
に

お
い

て
閉

会
中

な
お
調

査
を

行
う

こ
と
が
で

き
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
次

に
議

会
広

報
編
集

委
員

会
委

員
は

、
藤

冨
美

恵
子

議
員

、
山

口
耕

司
議

員
、

福
塚

 
実

議
員

、
窪

 
佳

秀
議

員
、

斎
藤

有
紀

議
員
及
び

吉
田

雅

範
の

六
名

の
方

に
お
願

い
を

い
た

し
ま

す
。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

こ
の

際
、

本
日
提

出
さ
れ

ま
し

た
選

第
六

号
、

同
第

四
号
及
び

発
議

第
十

一
号

を
日

程
に

追
加

し
た

い
と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

 
 
よ
っ

て
こ

の
際

、
選

第
六

号
、

同
第

四
号
及
び

発
議

第
十

一
号

を
日

程
に

追
加

す
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
追

加
議
案
及
び

日
程

を
配
布
さ
せ

ま
す

。
 

 
 

追
加

議
案
及
び

日
程

の
配
布
漏
れ
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
―
―

。
 

 
 
配
布
漏
れ

な
し

と
認

め
ま

す
。

 

こ
れ
よ

り
日

程
に
入

り
ま

す
。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
次

に
追

加
日

程
第

一
、

選
第

六
号

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

事
務

局
長

に
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
選

第
六

号
 

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
の

議
会

の
議

員
の

選
挙

に
つ

い
て

。
 

 
 
地
方
自
治
法

第
二
百

九
十

一
条

の
五

、
及
び

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
規
約

第
五
条

第
二
項

の
規

定
に
よ

り
、

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
の

議
会

の

議
員

一
名

の
選

挙
を

行
う

。
 

令
和

四
年

十
二

月
二

十
二

日
提

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
 

條
 

市
 

議
 

会
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─
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─

─
─
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─
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─
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─
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─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
こ
れ
よ

り
、

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
の

議
会

の
議

員
の

選
挙

を
行

い
ま

す
。

 

本
件

に
つ

き
ま

し
て
は

、
や

ま
と

広
域

環
境

衛
生

事
務

組
合
規
約

第
五
条

第
二
項

の
規

定
に
よ

り
組

合
市
町

の
議

会
に

お
い

て
そ
れ
ぞ
れ

の
組

合
市
町

の
議

会
の

議

員
か

ら
三

名
を

選
挙

す
る

こ
と

に
な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
現
在

一
名

欠
員

と
な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

こ
の

際
、

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

選
挙

の
方
法
は
投
票

、
指

名
推

選
の

、
い
ず
れ

の
方
法

と
い

た
し

ま
し
ょ
う

か
。

（
「

六
番
」

の
声

あ
り

）
六

番
窪

 
佳

秀
議

員
。

 

○
六

番
（

窪
 

佳
秀

）
や

ま
と

広
域

環
境

衛
生

事
務

組
合

の
議

会
の

議
員

の
選

挙
に

つ
い

て
は

、
指

名
推

選
で

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

 
た

だ
い

ま
窪

 
佳

秀
議

員
か

ら
の
提
案

の
あ

り
ま

し
た

と
お

り
、

選
挙
は
地
方
自
治
法

第
百

十
八
条

第
二
項

の
規

定
に
よ

り
指

名
推

選
を
も
っ

て
行
う

こ
と

に
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
選

挙
は
指

名
推

選
に
よ

り
行

い
ま

す
。

 

 
 
指

名
の
方
法

に
つ

き
ま

し
て
は

、
議

長
に

お
い

て
指

名
い

た
し

た
い

と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
議

長
に

お
い

て
指

名
い

た
し

ま
す

。
 

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
の

議
会

の
議

員
に
私

、
吉

田
雅

範
を
指

名
い

た
し

ま
す

。
 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

た
だ

い
ま

の
指

名
に

つ
い

て
、

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
の

議
会

の
議

員
の
当

選
人

と
す

る
こ

と
に

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。

 

よ
っ

て
、

た
だ

い
ま

の
指

名
の

と
お

り
、

や
ま

と
広

域
環

境
衛

生
事

務
組

合
の

議
会

の
議

員
に
当

選
さ
れ

ま
し

た
。

 

た
だ

い
ま

、
や

ま
と

広
域

環
境

衛
生

事
務

組
合

の
議

会
の

議
員

の
当

選
に

つ
い

て
、

会
議
規

則
第

三
十

二
条

第
二
項

の
規

定
に
よ

る
告
知

を
い

た
し

ま
す

。
 

当
選

い
た

し
ま

し
た
私

か
ら
当

選
承
諾
並
び

に
就

任
の
挨
拶

を
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

十
番

 
吉

田
雅

範
登
壇
〕

 

○
十

番
（

吉
田

雅
範

）
や

ま
と

広
域

環
境

衛
生

事
務

組
合

の
議

会
の

議
員

に
皆
様

の
御
推

挙
に
よ

り
ま

し
て
当

選
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

先
輩

議
員

の
大

谷
議

員
、
そ

し
て

岩
本

 
孝

議
員

と
私
で
今
後

の
や

ま
と

広
域

環
境

衛
生

事
務

組
合

議
会

の
ほ
う

を
三

人
で
頑
張
っ

て
ま

い
り

た
い

と
思

い
ま

す
の

で
、
ど
う

か
皆
様
御

意
見

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら
よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

し
て

、
承
諾
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
追

加
日

程
第

二
、

同
第

四
号

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

事
務

局
長

に
件

名
を
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
同

第
四

号
 

五
條

市
監

査
委

員
の

選
任

に
つ

い
て

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
地
方
自
治
法

第
百

十
七
条

の
規

定
に
よ

り
、

吉
田

 
正

議
員

の
退
場

を
求

め
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

五
番

 
吉

田
 

正
退
場
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
提
案

理
由

の
説

明
を

求
め

ま
す

。
太

田
市

長
。
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〔

市
長

 
太

田
好

紀
登
壇
〕

 

○
市

長
（

太
田

好
紀

）
た

だ
い

ま
上

程
頂

き
ま

し
た

同
第

四
号

、
五

條
市

監
査

委
員

の
選

任
に

つ
い

て
、
提
案

理
由

を
御

説
明

申
し

上
げ

ま
す

。
 

監
査

委
員

の
う
ち

、
議

員
か

ら
選

任
を

い
た

し
て

お
り

ま
し

た
岩

本
 

孝
委

員
か

ら
、

令
和

四
年

十
二

月
二

十
二

日
付
で
辞

職
願
が
提

出
さ
れ

ま
し

た
の
で

、
同

日

付
を
も
っ

て
受

理
を

い
た

し
ま

し
た

。
 

岩
本

議
員

に
は

、
在

任
中

、
適
切

な
監

査
の
執

行
に
御
尽
力

を
賜

り
ま

し
た

こ
と

に
厚
く

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

後
任

と
い

た
し

ま
し

て
、
地
方
自
治
法

第
百

九
十

六
条

第
一
項

の
規

定
に
よ

り
議

員
の
う
ち

か
ら

選
任

す
る

監
査

委
員

に
は

吉
田

 
正

議
員

に
お
願

い
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

同
議

員
は

、
人
格
が
高
潔
で

、
財

務
管

理
を
は
じ

め
経

営
管

理
、
そ

の
他
優
れ

た
識

見
を

有
す

る
方
で

あ
り

ま
す

。
 

議
員
各
位

に
は

、
何

と
ぞ
御
賛

同
賜

り
ま

す
よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
、
提
案

理
由

の
説

明
と
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
提
案

理
由

の
説

明
が
終
わ

り
ま

し
た

。
 
 

 
 

こ
れ
よ

り
質
疑

に
入

り
ま

す
。

─
─

。
 

質
疑

を
終
わ

り
ま

す
。

 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本
案

に
つ

き
ま

し
て
は
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

し
た

い
と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
本
案
は
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

す
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
 

 
 

こ
れ
よ

り
本
案

を
採
決

い
た

し
ま

す
。

 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本
案
は
原
案

の
と

お
り

同
意

す
る

こ
と

に
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
本
案
は
原
案

の
と

お
り

同
意
さ
れ

ま
し

た
。

 

 
 

吉
田

 
正

議
員

の
入
場

を
許
可

し
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

五
番

 
吉

田
 

正
入
場
〕

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
こ

の
際

、
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 
私

か
ら
提

出
し

て
お

り
ま

し
た

発
議

第
十

号
、

学
校

給
食

の
無

償
化

を
求

め
る

意
見

書
に

つ
き

ま
し

て
は

、
議

長
か

ら
提

出
す

る
こ

と
は
控
え
さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と
思

い
ま

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
次

に
追

加
日

程
第

三
、

発
議

第
十

一
号

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

事
務

局
長

に
朗
読
さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
発

議
第

十
一

号
 

学
校

給
食

の
無

償
化

を
求

め
る

意
見

書
に

つ
い

て
。

 

標
記

の
こ

と
に

つ
い

て
、

五
條

市
議

会
会

議
規

則
第

十
四
条

第
一
項

の
規

定
に
よ

り
別
紙

の
と

お
り
提

出
し

ま
す

。
 

 
 

 
令

和
四

年
十

二
月

二
十

二
日
提

出
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
提

 
出

 
者

 
 
五

條
市

議
会

議
員

 
福

 
塚

 
 

 
実

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
賛

 
成

 
者

 
 

 
 
〃

 
 

 
 

藤
 

冨
 

美
 
恵

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〃

 
 

 
 

窪
 

 
 

佳
 

秀
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〃

 
 

 
 

平
 

岡
 

清
 

司
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〃

 
 

 
 

谷
 

 
 

勝
 

啓
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〃

 
 

 
 

斎
 

藤
 

有
 

紀
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
提
案

の
趣
旨

説
明

を
求

め
ま

す
。

八
番

福
塚

 
実

議
員

。
 

〔
八

番
 

福
塚

 
実
登
壇
〕

 

○
八

番
（

福
塚

 
実

）
議

長
か

ら
発
言

の
許
可

を
頂

き
ま

し
た

の
で

、
た

だ
い

ま
上

程
さ
れ

ま
し

た
発

議
第

十
一

号
、

学
校

給
食

の
無

償
化

を
求

め
る

意
見

書
に

つ
い

て
、

案
を
朗
読

し
て
提
案

の
趣
旨

説
明

に
代
え
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

学
校

給
食

の
無

償
化

を
求

め
る

意
見

書
 

家
庭
が
負
担

し
て

い
る

教
育
費
は

、
教
材
費

や
給

食
費

、
制
服

、
体
操
着

、
学
用
品

に
係

る
費
用

や
修

学
旅

行
積
立
金

な
ど
多
額
で

あ
る

。
な

か
で
も

、
平
成

三
十
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年
度

学
校

給
食

実
施
状
況
等
調

査
に
よ

る
と

、
全
国

平
均
で

小
学

校
が

年
間
約

四
万

八
千
円

、
中

学
校
で
約

五
万

四
千
円

と
、

給
食
費
は

大
き

な
負
担

と
な
っ

て
い

る
。
 

学
校

給
食
法

第
二
条

に
定

め
る

学
校

給
食

の
目
標

の
達
成

に
向
け

、
学

校
で
は

給
食

を
通
じ

た
食

育
が

行
わ
れ

て
き

た
。
そ

の
意
義
は

大
き
く

、
教
科

学
習

と
と
も

に
学

校
教

育
の

大
き

な
柱

と
な
っ

て
い

る
。

 

義
務

教
育
は

、
こ
れ

を
無

償
と

す
る

と
定

め
た

日
本
国
憲
法

第
二

十
六
条

第
二
項

や
教

育
基

本
法

第
五
条

第
四
項

に
よ

り
、
授

業
料

を
徴
収

し
な

い
こ

と
と
さ
れ

て

い
る

。
当
初
は
自

己
負
担
が

求
め

ら
れ

て
い

た
教
科

書
に

つ
い

て
も

、
教
科

書
無

償
措
置
法
等

に
よ

り
無

償
化
さ
れ

た
。

 

学
校

給
食
は

、
児
童
及
び

生
徒

の
心
身

の
健

全
な

発
達

に
資

す
る
も

の
で

あ
り

、
か

つ
児
童
及
び

生
徒

の
食

に
関

す
る

正
し

い
理
解

と
健

全
な

食
生
活

を
営
む

こ
と

が
で

き
る
判
断
力

を
養
う

上
で
重
要

な
役
割

を
果

た
す
も

の
で

あ
る

。
し

た
が
っ

て
、
義

務
教

育
段
階

に
お

い
て
は

、
教
科

書
と

同
様

に
無

償
化

す
る

こ
と
が
望

ま
し

い
。

 

コ
ロ
ナ
禍

や
こ

こ
最
近

の
物
価
高
騰

の
中
で

、
市

民
の

生
活
は

ま
す

ま
す
苦

し
く

な
っ

て
お

り
、

本
市

に
お

い
て
は

、
国

の
補
助
金

を
活
用

し
、

保
護

者
負
担

の
軽

減
を
図
っ

て
き

た
と

こ
ろ
で

あ
る
が

、
学

校
教

育
の

一
環

と
し

て
の

給
食

の
充

実
と

保
護

者
負
担

の
軽
減

を
実
現

す
る

た
め

に
は

、
国

の
関
与
が
必
要
で

あ
る

。
 

し
た
が
っ

て
、

五
條

市
議

会
は

、
国

会
及
び

政
府

に
対

し
、
国

の
財

政
負
担

に
よ

る
学

校
給

食
費

無
償

化
の
迅

速
な

実
施

を
求

め
る

。
 

以
上

、
地
方
自
治
法

第
九

十
九
条

に
基
づ

き
意

見
書

を
提

出
す

る
。

 

令
和

四
年

十
二

月
二

十
二

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
 

條
 

市
 

議
 

会
 

議
員
各
位

に
は

、
何

と
ぞ
御
賛

同
賜

り
ま

す
よ
う

、
よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

ど
う
も

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
提
案

の
趣
旨

説
明
が
終
わ

り
ま

し
た

。
 
 

こ
れ
よ

り
質
疑

に
入

り
ま

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
九

番
山

口
耕

司
議

員
。

 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
提

出
者

に
お
尋
ね

い
た

し
ま

す
。

 

五
條

市
に

お
け

る
給

食
費

の
実
態

を
今

教
え

て
い

た
だ

き
た

い
と
思

い
ま

す
。

 

こ
の

意
見

書
に
反
対

す
る
も

の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
が

、
や
は

り
五

條
市

の
実
態

を
知
っ

た
上
で

発
表
さ
れ

て
い

る
も

の
と
思

い
ま

す
の
で

、
ぜ
ひ

と
も
よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
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○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
八

番
福

塚
 

実
議

員
。

 

○
八

番
（

福
塚

 
実

）
私

、
こ

の
意

見
書

、
最
初

議
長

か
ら

出
さ
れ

た
こ

と
で
ご
ざ

い
ま

す
の
で

、
こ
れ
は

議
運

の
ほ
う
で
諮

ら
せ

て
出

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

学
校

給
食

に
お

い
て
は

、
五

條
市
は
軽
減
さ
れ

て
い

る
部

分
は

あ
る

の
で

す
け
れ
ど
も

、
や
は

り
全
体
的

な
部

分
も
踏

ま
え

た
上
で

、
学

校
給

食
の

無
償

化
を

求
め

る
と

い

う
こ

と
で
ご
ざ

い
ま

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
九

番
山

口
耕

司
議

員
。

 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
実
態

を
お
尋
ね

し
て

お
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま

し
て

、
実
態

を
調
べ

て
い

な
い

と
い
う

の
が

明
ら

か
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

大
体

給
食
費

全
体
で

一
億
円

を
五

條
市
は
負
担

し
て

お
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま

す
。
そ
う

し
た

中
で

、
給

食
の
賄

い
の
材
料
が

子
供

た
ち

、
い
わ
ゆ

る
食

す
る

生
徒
が

負
担

し
て

い
る
わ
け
で

す
。
そ

し
て

あ
と

の
五

條
市

に
お

い
て
は

給
食
セ
ン
タ
ー

の
運

営
費
が

五
條

市
の
負
担

に
な
っ

て
お

る
か

と
思
う

ん
で

す
け
れ
ど
も

、
い
わ
ゆ

る
こ

の
意

見
書

の
中
で

、
ど
ち

ら
を

無
償

化
に

し
て

い
く

の
か

、
そ

の
辺

を
お
尋
ね

し
た

い
と
思

い
ま

す
。

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
八

番
福

塚
 

実
議

員
。

 

○
八

番
（

福
塚

 
実

）
実
質
負
担

の
部

分
に

お
い

て
無

償
化

を
す

る
も

の
で

あ
る

と
思
っ

て
お

り
ま

す
。

（
「

九
番
」

の
声

あ
り

）
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
九

番
山

口
耕

司
議

員
。

 

○
九

番
（

山
口

耕
司

）
三

回
ま
で

の
質
問
で

す
の
で

、
や
は

り
意

見
書

を
出
さ
れ

る
以

上
は

し
っ

か
り

と
こ

の
辺

の
実
態

を
つ

か
ん
で

い
た

だ
い

て
、
把
握

し
た

上
で

き

ち
ん

と
発
表

し
て

い
た

だ
き

た
い

し
、
何
も
反
対

す
る
も

の
で
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
け
れ
ど
も

、
や
は

り
そ

の
辺

理
解

し
た

上
で
皆
が

こ
れ

に
こ
ぞ
っ

て
賛
成
で

き
る
よ

う
な
形

を
と
っ

て
い

た
だ
け

た
ら

一
番

あ
り
が

た
い

か
な

と
思

い
ま

す
の
で

、
今
後
よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
質
疑

を
終
わ

り
ま

す
。

 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本
案

に
つ

き
ま

し
て
は
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

し
た

い
と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
本
案
は
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

す
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
 

こ
れ
よ

り
本
案

を
採
決

い
た

し
ま

す
。

 

な
お

、
こ

の
採
決
は

起
立

に
よ

り
行

い
ま

す
。

 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本
案
は
原
案

の
と

お
り
可
決

し
、

意
見

書
を
提

出
す

る
こ

と
に
賛
成

の
方

の
起
立

を
求

め
ま

す
。
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〔
賛
成

者
起
立
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
起
立

全
員
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

よ
っ

て
本
案
は
原
案

の
と

お
り
可
決

し
、

意
見

書
を
提

出
す

る
こ

と
決

し
ま

し
た

。
 

な
お

意
見

書
の

取
扱

い
に

つ
き

ま
し

て
は

、
議

長
に
御

一
任
願

い
ま

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
こ

の
際

、
お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
 

各
常

任
委

員
会

委
員

長
並
び

に
議

会
運

営
委

員
会

委
員

長
か

ら
、

会
議
規

則
第
百

五
条

の
規

定
に
よ

り
、

お
手
元

に
配
布

し
て

お
り

ま
す
閉

会
中
継

続
調

査
申

出
一

覧
表

の
と

お
り

、
閉

会
中

の
継

続
調

査
申

出
書
が
提

出
さ
れ

て
お

り
ま

す
。

 

 
 
各

委
員

会
委

員
長

か
ら

申
出

の
と

お
り

、
閉

会
中

の
継

続
調

査
と

す
る

こ
と

に
、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
申

出
ど

お
り
閉

会
中

の
継

続
調

査
と

す
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
以

上
で

本
日

の
日

程
は

全
部
終
了

い
た

し
ま

し
た

。
 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本

定
例

会
の

会
期
は

二
十

三
日

ま
で

と
な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
議

事
が

全
部
終
了

い
た

し
ま

し
た

の
で

、
本

日
こ
れ

を
も
っ

て
閉

会
い

た
し

た
い

と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
本

定
例

会
は

本
日

こ
れ

を
も
っ

て
閉

会
す

る
こ

と
に
決

し
ま

し
た

。
 

閉
会

に
当

た
り

、
一
言
御
挨
拶

を
申

し
上

げ
ま

す
。

 

理
事

者
側
各
位

に
は

事
務

事
業

の
執

行
に

際
し

、
本

会
議

、
各

常
任

委
員

会
に

お
け

る
議

員
各
位

の
御

意
見

、
御
提
言

を
十

分
尊
重
さ
れ

、
市

政
の

一
層

の
向

上
を

目
指

し
て
御
精
励
く

だ
さ

い
ま

す
よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

ま
た

時
節
柄
健

康
に
は

十
分
御
自
愛
頂

き
、
よ

い
年

を
お
迎
え

い
た

だ
き

ま
す
よ
う
御
祈
念

申
し

上
げ

、
閉

会
の
御
挨
拶

と
い

た
し

ま
す

。
 

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
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市
長

か
ら
閉

会
の
御
挨
拶
が

あ
り

ま
す

。
太

田
市

長
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

市
長

 
太

田
好

紀
登
壇
〕

 

○
市

長
（

太
田

好
紀

）
令

和
四

年
五

條
市

議
会

第
四

回
十

二
月

定
例

会
の
閉

会
に
当

た
り

、
一
言
御
挨
拶

を
申

し
上

げ
ま

す
。

 

議
員
各
位

に
は

、
慎
重
審

議
を
賜

り
誠

に
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

ま
た

、
こ

の
た
び

の
役

員
改

選
に

お
き

ま
し

て
、

吉
田

雅
範

議
長
及
び

藤
冨

副
議

長
が
就

任
さ
れ

ま
し

た
。

 

改
め

て
、
就

任
の

お
祝

い
を

申
し

上
げ

ま
す

と
と
も

に
、

引
き

続
き

本
市

発
展

の
た

め
御
尽
力

を
賜

り
ま

す
よ
う

、
よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 
さ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
数
が
増

加
し

て
い

る
中

、
年
末

年
始

の
行
動
制
限
は

行
わ
れ

な
い

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。
 

こ
の

二
年
間

、
年
末

年
始

の
旅

行
等

に
つ

い
て
は
慎
重

な
対
応
が

取
ら
れ

て
き

ま
し

た
が

、
今

、
主
流

と
な
っ

て
い

る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
重
症

化
す

る
割

合
が
少

な

い
と
言
わ
れ

て
い

る
こ

と
や

、
社

会
経
済
活
動

の
維
持
も
重
要
で

あ
る

と
の
判
断

に
よ

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

 
し

か
し

、
市
役

所
内
で
は

、
断

続
的

に
感
染

者
や
家
族

の
感
染

に
よ

る
濃
厚
接
触

者
が

出
て

お
り

、
こ
れ

か
ら

年
末

年
始

を
迎
え

ま
す
が

、
市

民
サ
ー
ビ
ス

に
影
響

が
な

い
よ
う

、
職

員
一

同
感
染
予
防

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

 

最
後

に
な

り
ま

し
た
が

、
今

年
も
残

す
と

こ
ろ

あ
と
僅

か
と

な
り

、
寒
さ
も

い
よ

い
よ
厳

し
く

な
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

 

議
員
各
位

に
は

、
健

康
に
は

十
分
御
留

意
頂

き
、

市
民

福
祉
向

上
の

た
め
御
精
励
頂

き
ま

す
と

と
も

に
、
健

や
か

に
令

和
五

年
の
新

年
を

お
迎
え
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
心

か
ら
祈
念

申
し

上
げ

、
閉

会
に
当

た
っ

て
の
御
挨
拶

と
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─
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─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

吉
田

雅
範

）
こ
れ

を
も
ち

ま
し

て
、

令
和

四
年

五
條

市
議

会
第

四
回

十
二

月
定

例
会

を
閉

会
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後

四
時

七
分
閉

会
 

 
 

 
 

 
 

 

  
本

会
議

録
の

正
当

な
る

こ
と

を
証

明
す
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